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第 39回（平成 23年度）経営者賞受賞者決定のお知らせ 

 
 
 
 第 39回経営者賞受賞者が別紙の通り決定いたしましたので、お知らせいたし
ます。 
 表彰式・祝賀会は、平成 24 年 4 月 26 日（木）11:00 よりグランド・ハイア
ット福岡（3 階ボール･ルーム）にて開催いたしますので、あわせてご案内申し
上げます。 
 なお、当財団は、平成 24年 4月 1日をもちまして、公益財団法人へ移行し、
名称を「財団法人九州・山口地域経済貢献者顕彰財団」から、「公益財団法人経
営者顕彰財団」へ変更いたしました。 

以 上 
 
 
 
 
 
 
 
 

    【お問合せ先】 
    公益財団法人 経営者顕彰財団 

    事務局 石川・清家 
    TEL092-473-6777 FAX:092-473-6850 

     (公益財団法人福岡文化財団 内) 



 

 

公益財団法人 経営者顕彰財団 

第 39回（平成 23年度）「経営者賞」受賞者 
 
 
 
 
 アナミ  ヤスオ 

 穴見 保雄 氏 YASUO ANAMI 
  株式会社亀の井ホテル 代表取締役社長 
  大分県大分市 

  76 歳 

 
 コバヤシ ヒロシ 

 小林 滉 氏 HIROSHI KOBAYASHI 
  大光炉材株式会社 代表取締役社長 
  福岡県北九州市 

  64 歳 
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   アナミ  ヤスオ 

穴見 保雄 氏（ＹＡＳＵＯ ＡＮＡＭＩ） 
   

 1935 年 8 月 7 日生 （76 歳） 

 株式会社亀の井ホテル 代表取締役社長 

 〒870-0105 大分県大分市西鶴崎 1-7-17 

TEL:097-524-3301 FAX:097-521-8500 

  ホテル業 

 825 百万円 

  762 名  

  創業 1911 年（明治 44年）／ 設立 1924 年（大正 13年） 

 ホテル 32 ヶ店（直営 29 ヶ店、FC3 ヶ店） 

 

  決 算 期         売 上 高      経常利益(税引後)      

 2011 年 11 月   7,352 百万    199 百万 (108 百万)    

  2010 年 11 月   5,802 百万   239 百万 (250 百万)   

 2009 年 11 月   4,695 百万  ▲153 百万 (▲276 百万) 

2008 年 11 月      4,513 百万    ▲6 百万 ( 38 百万)    

   

穴見氏は、ファミリーレストランを展開する株式会社ジョイフルの創業

者。ジョイフルを株式上場させ、1994 年(平成 6 年)に亀の井ホテルの経

営権を取得して、ジョイフルグループの傘下とし、2003 年(平成 15年)、

当社社長に就任した。 

亀の井ホテルは、1911 年(明治 44 年)に別府観光の父と呼ばれた実業家の

油屋熊八氏が、温泉地別府にて創業した「亀の井旅館」が発祥である。

油屋氏は、続いて「亀の井バス」を設立し、日本で初めて女性バスガイ

ドを導入し、別府の名を全国に広めた人物である。 

穴見氏は、社長就任と同時に、「別府亀の井ホテル」の改革に取り組み、

旧館を解体して、地上 17階建て 322 室のホテルを新築、飲食施設を併設

した近代の湯治場的な旅館型ホテルにすることで、成功を収めた。 

ジョイフルの出店用地を捜して全国を回っていた間に感じていた、「郊外

にはスーパーや工場、営業所があるのにホテルがないのはおかしい。郊

外にホテルを作り、より便利な社会作りを目指したい」との思いから、

それまで他のホテルチェーンの主流であった歓楽街や駅周辺への展開を
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行わず、他社が手掛けていない郊外の幹線道路沿いの立地に、低コスト

運営のロードサイドの宿泊と飲食の複合施設スタイル「ロードサイド宿

泊特化型ビジネスホテル」を展開していった。 

「ホテル事業は儲からない」という従来の常識を覆して、品質、サービ

スを高く維持しながら、安い宿泊料金を設定し、現在 32 店舗を運営して

おり、ビジネス客のみならず、ファミリーや団体客にも多く利用されて

いる。地域になくてはならないホテル、なくては困るホテルとして、地

域の皆様に喜ばれる『日本一利用客数の多いホテル』を目指している。 

最近では、海外からの顧客も増加しており、今後、ホテル需要は増加す

るとの展望から、人材教育・育成にも力を入れている。2008 年(平成 20

年)以降の新卒者の採用実績は 100 名を超え、24 歳の女性店長も出てい

る。また、同年以降の外国人新卒者の採用実績は 24 名（中国、韓国、ス

リランカ）で、店長にも抜擢している。 

2010 年(平成 22 年)、別府市内の火災により自宅を失った被災者 16 世帯

30 名に対し、約 2 週間に亘り、ホテルの部屋を無償提供した。又、昨年

の東日本大震災に際しても、私財より義援金１億円を個人名で寄付する

等、社会貢献に尽力している。 

穴見氏の常にお客様の立場に立ったサービスを提供するという経営理念

は、ファミリーレストラン・ジョイフルを始め、亀の井ホテルチェーン

においても展開されている。当社は、近々、福岡証券取引所への上場を

検討しており、亀の井ホテルが上場すれば、異業種 2 社の上場を果たす

ことになり、その手腕は高く評価される。現在、保有しているホテルの

土地、建物の大半が自社所有であるため、今後は、借家方式を取り入れ、

フランチャイズ（FC）方式への移行も検討している。 
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   コバヤシ ヒロシ 

小林 滉 氏（ＨＩＲＯＳＨＩ ＫＯＢＡＹＡＳＨＩ） 
   

 1947 年 7 月 31 日生 （64 歳） 

 大光炉材株式会社 代表取締役社長 

 〒804-0054 福岡県北九州市戸畑区牧山新町 1-1 

 TEL093-871-1631  FAX093-883-2151 

  不定形耐火物、ファインセラミックス等の製造・販売 

 50 百万円 

  190 名（内、ﾊﾟｰﾄ 20 名）  

  創業 1950 年（昭和 25年）／ 設立 1954 年（昭和 29年） 

・営業所：九州･大分･福山･水島･大阪･名古屋･千葉･京浜･君津･鹿島 

・駐在所：呉･茨城･播磨 

・工 場：大分･君津 

 

  決 算 期        売 上 高     経常利益(税引後)     自己資本比率 

 2012 年 3 月予想  8,700 百万   100 百万 

  2011 年 3 月   8,656 百万  295 百万 (201 百万)   26% 

 2010 年 3 月   7,034 百万  136 百万 ( 77 百万)   25% 

2009 年 3月      7,199 百万   29 百万 ( 13 百万)   26% 

   

株式会社 テック（プラント設計・メンテナンス事業） 

株式会社 大光 （人材派遣・リース事業） 

 

現社長小林氏は、1981 年(昭和 56 年)、35 歳で 2代目社長に就任。 

同社は、1950 年(昭和 25年)、八幡製鉄所に特殊耐火セメントを納入する

商事会社として発足。その後、輸入耐火セメントの自社生産による国産

化に成功し、平炉に使用する不定形耐火物を商品化した。国内各地の製

鉄所所在地に事業所を設置し、国内はもとより、欧米及び台湾等のアジ

ア諸国にも積極的に技術を輸出。その技術力は高く評価されている。 

1983 年(昭和 58 年)からは、それらの技術を活かして、ファインセラミッ

クス分野に進出。半導体関連等の装置部品や、FA 関連部品等を主体に、

当社の技術、ノウハウを活かした、高精度で多彩な製品を提供、販売し

ている。又、この分野においても、大学や公共機関と連携して、更なる
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独自の商品開発を進めており、現在、このファインセラミックスは九州

工業大学のロケット開発における部品の一部に検討されている。 

同社は、大手鉄鋼メーカーの系列会社が多い耐火物業界の中で、創業以

来、完全な独立資本を貫いている。そのため、研究開発に力を入れ、全

社員の 75%が技術開発及び生産部門に属しており、その内 25%が不定形耐

火物の研究スタッフで占められている。技術最優先を旨に、大学、公共

機関と連携を図り、2003 年(平成 15年)から独立行政法人産業技術総合研

究所と共同で、応力発光材料の研究開発を世界に先駆けて推進する等、

独自の研究開発力で業界に確固たる地位を築いている。現在、当社の技

術者は 50 名に達し、特許は国内 21 件、国外 6 件を保有している技術集

団である。 

人材育成においては、九州工業大学等と提携し、優秀な人材を確保する

と同時に、同校への短期留学等を経験させ、4名が博士号を取得している。

又、海外の優秀な人材確保にも力を入れ、中国人留学生を受け入れてい

る。加えて、礼儀を重んじた社員教育にも熱心に取り組んでいる。 

業績面では、技術力の高さと安定した大手取引先の保有により、業況は

安定推移している。（総資産 86億円、自己資本 22億円） 

地域貢献活動においても、国指定重要無形民俗文化財である戸畑祇園大

山笠に長年協賛する等、地域文化の発展に寄与している。又、2007 年(平

成 19年)に、環境活動評価プログラム「エコアクション 21」認証取得し、

環境保護にも力を入れている。 

 

※不定形耐火物とは、 

レンガのようにあらかじめ形の定まっているものではなく、粉末あるい

は練り土状のままユーザーに提供され、使用現場でその用途に応じて型

枠に流し込んだり、吹き付けたり、任意の形に施工して使用するもの。 

 


